
日
蓮
数
且
宇
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

日
蓮
教
撃
中
に
交
錯
ゼ
る

中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

目

号民

で
日
蓮
壁
一
人
の
天
台
敬
勝
一
史
観

山
天
台
妙
祭
俸
軟
に
奥
同
さ
る
、
二
草
場

∞
慈
魔
知
日
設
以
後
の
台
宙
科
否
認
の
立
場

⑪
中
古
天
台
の
寄
訟
は
甥
在
絡
言

＝
、
宗
撃
上
に
交
流
す
る
中
古
天
台
思
想
の
一
特

山

三

筒

大

事

は
け
日
浦
抄
同
法
車
中
本
門
弘
終
抄

ω
悌

身

観

付
天
台
一
家
の
品
伸
身
観

（ハ）
長
流
1£ 
俸
抄

一
、
日
蓮
雲
人
の
天
台
教
皐
史
観

仰
天
台
・
妙
繋
・
停
教
に
奥
同
さ
る
L
立
場

J諸
国

井

要

鹿毒

A

原
始
天
台
の
害
時
量
制
刷
本
論

B

曲
由
民
百
知
臼
諮
等
臼
本
上
古
天
ム
口
の
額
本
論

C

中
古
天
ム
口
の
願
本
論

何
削
刷
所
宜
導
師
等
の
霧
量
制
脚
本
論

印
吾
宗
諸
家
の
中
古
天
台
模
倣

初
中
古
天
台
数
皐
交
錯
の
経
路

三
、
御
遺
文
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
形
態

P.t 

上

中
古
天
台
と
日
蓮
敬
息
？
と
の
関
係
を
明
か
に
す
る
箆
め
に
は
、
先
づ
そ
の
前
提
と
し
て
、

一
般
天
台
敬
壌
に
針
す
る
聖
人
の
態
度
を
一



瞥
ず
る
必
要
が
あ
ら
う
と
思
ふ
。
そ
こ
で
順
序
と
し
て
先
づ
天
台
大
師
で
あ
る
が
、
大
師
の
救
撃
は
．
六
岨
剤
漢
の
解
説
に
従
へ
ば
、
「
法

華
経
を
宗
骨
と
し
、
大
論
等
の
大
一
束
救
論
の
内
容
を
以
て
柿
装
し
た
敬
義
で
あ
る
」
が
、
五
口
が
聖
人
は
大
師
を
以
て
純
正
法
華
経
王
主
義

者
と
目
さ
れ
て
居
る
。
と
れ
を
組
越
し
た
章
安
↓
へ
師
は
勿
論
、
六
組
荊
漢
も
ま
た
述
べ
て
作
ら
や
、
大
休
組
連
の
範
闘
を
山
川
で
な
い
D

勿

論
三
論
華
厳
等
に
依
る
外
的
刺
識
も
あ
っ
た
の
で
、
若
干
の
損
充
も
あ
り
護
展
も
あ
っ
た
が
、
後
の
越
宋
天
台
に
見
る
が
如
き
、
法
華
経

の
埼
外
に
出
た
も
の
で
は
な
い
。

宋
代
に
至
っ
て
所
謂
山
家
山
外
の
論
争
を
生
じ
‘
員
安
観
境
に
つ
い
て
論
難
鹿
酬
に
蘭
菊
の
美
を
競
ふ
た
が
、
そ
の
後
支
那
天
台
に
は
こ

つ
の
傾
向
を
生
じ
た
。
そ
の
一
は
天
台
敢
闘
宇
の
精
併
を
期
す
る
の
結
果
、
世
帯
ら
三
大
部
の
詰
躍
に
主
力
を
注
い
だ
所
謂
訓
詰
抵
で
あ
っ
て

そ
の
飴
流
は
遠
く
日
本
に
流
れ
、
近
代
の
撃
匠
た
る
恵
澄
大
賀
雨
帥
等
に
及
ん
で
居
る
。
他
の
一
一
慨
は
天
台
の
論
崎
中
か
ら
極
K

の
論
題

を
求
め
て
、
と
れ
が
徹
底
的
究
明
を
計
ら
ん
と
し
た
も
の
で
、
日
本
天
台
に
於
け
る
論
議
の
如
き
も
そ
の
亜
流
で
あ
る
。
論
議
抵
の
意
圃

ず
る
所
は
、
他
宗
の
義
撃
を
も
抱
容
し
て
、
と
れ
を
同
化
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
或
は
踏
に
認
す
る
も
の
、
或
は
念
伸
に

走
る
も
り
な
ど
を
生
や
る
に
至
っ
た
。
か
く
て
支
那
天
台
は
清
朝
に
至
り
、
調
徒
知
日
旭
の
出
づ
る
に
及
ん
で
、
老
儒
の
思
想
さ
へ
採
用
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

而
し
て
五
日
が
聖
人
は
天
台
・
妙
壊
を
以
て
正
統
天
台
と
し
．
妙
禁
門
下
の
道
遼
・
行
満
の
雨
帥
か
ら
、
教
祖
二
門
を
博
法
さ
れ
た
と
い

ふ
傍
歌
大
師
ま
で
を
相
承
の
師
と
し
て
仰
が
れ
た
が
、
そ
の
後
支
那
で
越
宋
時
代
に
入
っ
て
展
開
さ
れ
た
山
家
山
外
の
論
争
や
、
四
明
以

後
に
分
流
し
た
多
く
の
接
祇
等
に
就
て
は
飴
り
閥
心
を
持
た
れ
・
な
か
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
。

日
本
天
台
の
姐
た
る
倖
教
大
師
は
、
偉
設
に
依
れ
ば
入
腎
し
て
ベ
組
荊
川
崎
門
下
の
行
満
か
ら
一
家
の
法
門
を
受
け
、
同
門
の
遺
遼
か
ら

一
心
三
観
を
受
け
た
と
い
は
れ
、
二
師
別
俸
を
停
へ
て
居
る
が
、
と
の
誌
に
就
て
は
今
日
専
門
拳
者
の
間
に
議
論
が
あ
っ
て
、

こ
れ
を
そ

日
逮
秋
桜
巾
に
交
錯
せ
る
巾
古
米
ム
口
の
思
想
及
び
様
相

ム，、



日
連
品
抗
感
巾
に
交
山
下
せ
る
中
古
天
台
山
法
制
仙
及
び
標
相

l旦l

の
ま
L

引
け
背
す
る
と
と
は
出
来
在
い
。
し
か
し
侍
散
大
師
が
正
統
天
台
の
む
遼
・
行
満
か
ら
悼
法
さ
れ
た
と
い
ふ
事
貨
に
就
て
は
異
論
は

－
な
か
ら
う
と
忠
ふ
。

体
拡
大
師
。
悼
法
内
容
に
就
て
は
、
最
近
も
締
の
相
停
に
闘
し
て
論
議
が
行
は
れ
た
ほ

E
で
、
相
営
異
論
が
あ
る
。
止
問
業
遮
那
業
の

皐
生
を
川
敷
に
さ
れ
た
点
か
ら
、
天
台
一
家
で
は
傍
救
大
師
は
岡
山
川
費
等
で
あ
っ
た
と
い
ふ
見
解
で
あ
る
。
然
る
に
五
日
が
聖
人
は
‘
大
帥

の
岡
山
明
朗
”
に
つ
い
て
、
飽
く
ま
で
法
華
至
上
と
見
倣
し
、
「
真
言
宗
の
宗
の
名
字
を
ぱ
削
ら
せ
給
ひ
て
、
天
台
宗
の
止
観
真
言
等
と
か
L
せ

給
ふ
」
と
い
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

ま
た
大
仰
が
同
頓
大
戒
控
の
建
立
を
畢
生
の
願
業
と
せ
ら
れ
た
事
貨
に
徴
し
て
も
、
大
師
の
意
固
が
単
な
る
法
華
一
元
の
悌
政
の
傍
弘

に
非
や
し
て
、
回
出
戒
を
打
っ
て
一
丸
と
し
た
統
合
的
一
大
岡
宗
の
建
立
に
あ
っ
た
と
と
を
首
肯
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て

同
じ
法
華
経
を
倖
弘
文
』
れ
で
も
、
天
台
大
川
に
在
つ
て
は
一
一
五
的
で
あ
っ
た
も
の
が
、
惇
散
大
師
に
五
つ
て
は
多
元
的
と
な
っ
て
居
る
。

然
し
吾
が
聖
人
は
．
雨
大
師
と
も
法
華
中
心
と
い
ふ
重
点
に
鐸
り
は
・
な
い
も
の
と
昆
倣
し
、
雨
大
師
を
奉
巳
て
正
統
天
台
の
組
と
し
て

景
仰
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

且
つ
侍
敬
大
師
が
鎮
護
同
家
を
強
調
さ
れ
た
点
に
、
立
正
安
閣
を
理
想
と
さ
れ
た
聖
人
の
共
鳴
が
あ
っ
た
ら
う
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
す

－
た
は
ち
天
台
大
帥
に
在
つ
て
は
、

一
念
三
千
の
哲
理
は
、
仰
人
的
成
仰
の
直
道
と
し
て
採
則
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
傍
敬
大
師
に
至
つ

て
は
、
菅
に
成
例
法
た
る
に
止
ま
ら
や
、
鎮
護
岡
家
の
大
法
と
し
て
、
法
華
経
中
心
の
一
大
固
宗
を
建
立
せ
ら
れ
た
。
そ
と
に
安
一
人
の
私

淑
と
憤
組
問
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

か
く
て
聖
人
は
天
台
・
妙
薬
・
停
救
の
諸
師
を
正
統
天
台
の
帥
と
仰
ぎ
、
支
那
天
台
の
鼻
岨
天
台
大
師
と
、
日
本
天
台
の
組
た
る
偉
敬

大
師
と
を
相
承
の
帥
と
仰
が
れ
た
の
で
あ
る
o

聖
人
が
み
づ
か
ら
天
台
沙
門
と
名
乗
り
、
根
本
大
師
門
人
と
い
は
れ
た
の
は
．
以
上
の
立



場
に
於
て
で
あ
る
。

も
っ
と
も
佐
渡
以
後
に
於
け
る
聖
人
が
み
づ
か
ら
「
智
解
は
天
台
傍
救
が
千
寓
分
が
一
分
も
及
ぶ
と
と
な
け
れ
ど
も
、
慈
悲
す
ぐ
れ
た

る
こ
と
は
畏
れ
を
も
懐
き
ぬ
べ
し
」
と
い
っ
て
、
そ
の
調
白
的
立
場
を
標
椋
し
、
ま
か
一
「
像
法
ノ
中
ノ
末
＝
観
音
輔
衆
王
一
不
一
一
現
シ
南
普
天
台
等
↓

出
現
f
i－
－
百
四
外
千
如
一
念
三
千
露
守
共
義
サ
但
タ
論
U

理
共
ザ
事
行
ノ
南
畑
…

0
経
ノ
五
字
並
＝
本
門
ノ
本
傘
未
計
臨
時
か
行
許
之
己
と
末
法
出
現
の
白

己
の
立
場
を
明
か
に
さ
れ
た
と
と
は
、
営
然
で
あ
っ
て
、
要
す
る
に
天
台
俸
殺
の
法
華
経
も
、
所
詮
末
法
に
入
つ
て
は
無
徒
な
り
と
い
ふ

の
が
、
聖
人
の
南
大
師
視
の
結
論
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
雨
大
師
を
止
揚
さ
れ
た
態
度
は
、
慈
畳
智
詮
以
下
の
台
密
を
否
認
さ
れ
た
、
そ
れ
と
同
一
蹴
す
べ
き
で
は
な
い
。
否

寧
ろ
聖
人
は
そ
の
初
期
に
於
て
莞
詮
以
下
の
台
経
を
嫌
忌
し
て
、
天
台
の
殺
風
を
天
台
倖
敬
雨
大
師
の
古
に
復
せ
と
力
説
さ
れ
た
粛
清
論

者
で
あ
り
、
復
古
主
義
者
で
る
っ
た
の
で
あ
る
。

∞
慈
畳
智
誰
以
後
の
台
密
否
認
の
立
場

侍
救
大
師
の
伸
救
視
に
つ
い
て
、
法
華
五
上
と
認
め
ら
れ
た
る
聖
人
は
「
叡
山
第
一
の
座
主
義
民
和
向
・
第
二
の
座
主
因
澄
大
師
ま
で

は
此
義
相
還
な
し
」
と
詳
し
て
、
正
統
天
台
の
櫨
紺
肴
を
以
て
許
さ
れ
て
居
る
。

然
る
に
第
三
代
の
座
主
惑
莞
に
至
つ
て
は
、
法
華
民
言
の
理
同
を
認
む
る
に
至
う
た
。
す
な
は
ち
一
行
阿
闇
梨
の
大
日
経
義
雄
に
、
「
法

華
経
書
量
品
の
仰
と
、
金
剛
頂
経
の
民
虚
遮
が
伸
と
を
論
じ
て
、
雨
経
の
所
詮
各
財
閥
す
所
あ
る
を
以
て
偏
執
す
べ
か
ら
や
」
と
、
二
怖
の
等

同
を
説
く
に
示
唆
さ
れ
て
、
慈
莞
は
法
華
民
言
の
理
同
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
慈
莞
は
法
華
民
言
の
理
密
を
同
格
に
認
め
た
る
の

み
な
ら
歩
、
更
に
真
一
一
首
の
事
理
供
省
在
主
張
す
る
に
至
っ
て
．
ひ
そ
か
に
民
言
の
優
越
を
認
め
た
も
同
然
で
、
と
の
点
五
日
が
聖
人
が
合
総

の
先
駆
者
と
し
て
指
捕
さ
る
L
所
以
で
あ
る
。

日
蓮
敬
準
中
に
交
縛
せ
る
巾
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

ハ
五



日
蓮
教
撃
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

更
に
智
設
大
帥
に
至
つ
て
は
・
そ
の
著
「
賠
斡
二
宗
本
地
三
身
樺
」
民
藷
計
に
法
華
の
無
作
三
身
を
以
て
大
日
の
三
身
と
同
一

蹴
し
て
、
全
く
殊
異
な
し
と
論
ゃ
る
の
み
な
ら
や
、
大
日
経
回
日
時
・
講
演
法
華
義
等
に
は
、
法
華
大
日
の
二
粧
の
勝
劣
乞
論
じ
て
、
顕
劣

街
路
の
義
を
主
張
し
て
居
る
。
蓋
し
慈
畳
の
ム
口
幹
思
想
を
百
パ
竿
一
四
一
歩
前
進
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
莞
の
弟
子
安
然
は
．
日
蓮
聖
人
も
「
叡
山
第
一
の
古
徳
」
と
い
ほ
れ
た
程
の
偉
大
な
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
み
づ
か
ら
胎
斑
界
の
法

を
受
け
て
‘
そ
の
著
敬
時
問
答
に
於
て
は
、
法
華
民
言
の
理
同
を
説
き
、
ま
た
菩
提
心
義
抄
に
於
て
は
、
二
粧
の
事
異
を
主
張
し
て
居
る
。

か
く
て
安
然
は
台
密
の
大
成
者
と
い
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
五
日
が
聖
人
は
そ
の
見
併
を
異
に
せ
ら
れ
、
台
密
の
責
任
は
こ
れ
を
先
駈
者
た

る
慈
血
児
に
課
し
、
安
然
に
は
別
に
彼
が
時
を
傘
草
し
た
責
任
を
聞
は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
す
・
訟
は
ち
安
然
は
救
時
詩
論
に
九
宗
の
勝
劣

を
立
て
L

「
初
め
に
良
一
言
｛
一
耳
、
共
に
僻
心
宗
、
弐
に
法
華
宗
」
と
法
華
を
第
三
位
に
置
き
、
僻
心
宗
す
な
は
ち
蹄
を
法
華
以
上
に
位
置
づ

け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
法
華
経
至
上
の
叡
山
仰
救
に
封
す
る
第
二
の
胃
漬
と
し
て
札
弾
さ
る
L
の
で
あ
る
。

降
っ
て
慈
慧
門
下
に
多
く
の
英
才
を
出
し
、
多
士
済
々
の
感
観
を
呈
し
た
が
‘
就
中
慧
心
。
檀
那
の
南
町
は
群
を
抜
い
て
秀
で
た
皐
匠

で
あ
っ
た
。
そ
の
意
心
街
都
が
、
従
来
国
総
戒
を
綜
合
し
た
叡
山
怖
救
中
、
固
に
附
随
せ
る
念
怖
を
調
立
せ
し
め
て
、
末
法
相
臆
の
行
門

、
と
稿
し
、
と
L
に
一
ト
新
紀
元
を
劃
す
る
に
烹
う
た
。
そ
の
著
往
生
要
集
は
念
例
法
門
を
鼓
吹
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
序
文
に
「
夫
住

生
極
集
之
救
行
内
濁
世
末
代
之

μ足
也
道
俗
貴
賎
誰
h

不
山
崎
セ
者

z
t
但
顕
訟
ノ
救
法
共
文
非
三
二
事
理
F

業
悶
共
行
惟
L

多
3
利
智
精
進
之

人
n

米
川
崎
局
内
難

t
o
如
円
予
ガ
頑
魯
之
者
萱
敢

Z
Z央」

と
あ
る
如
く
‘
法
華
経
も
諸
経
も
一
括
し
て
と
れ
を
拠
捕
し
、

念
仰
の
一
行
乙
そ

末
法
の
要
行
と
し
℃
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

か
く
て
叡
山
仰
敬
は
慈
畳
に
依
っ
て
先
づ
真
一
一
＝
口
に
堕
し
、
安
然
に
依
っ
て
調
仰
に
屈
し
、
慧
心
に
依
っ
て
念
悌
に
走
っ
て
、
所
謂
機
宜
雑

凱
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
五
口
が
聖
人
が
以
上
の
三
人
を
撰
時
抄
に
「
法
華
経
倖
敬
大
制
の
削
子
の
身
の
三
虫
た
り
」
と
い
は
れ
た
の
は
と



の
窮
め
で
あ
る
。
か
の
賓
地
房
詮
由
民
が
、
営
時
の
叡
山
俳
敢
に
橡
ら
や
し
て
「
遠
土
師
勺
大
聖
世
隼
↓
近
丈
師
三
天
台
・
荊
漢
↓
共
齢
者
不
レ

足
日
用
げ
2
之
ヲ
」
と
道
破
せ
る
と
‘

一
服
相
通
や
る
も
の
が
あ
る
。

誇
真
は
源
苧
時
代
、
東
塔
の
花
王
院
に
在
っ
た
事
併
守
、
三
大
部
私
記
の
著
者
と
し
て
著
聞
す
る
所
で
あ
る
。
夙
に
慧
檀
雨
流
を
皐
び

と
れ
を
止
揚
し
て
第
三
の
地
歩
を
占
め
た
と
い
は
れ
る
が
、
要
す
る
に
雨
抵
の
敬
風
に
機
ら
守
し
て
、
天
台
・
妙
業
の
古
に
復
れ
と
主
張

し
た
繭
正
論
者
で
あ
っ
て
‘
と
の
点
五
ロ
が
聖
人
の
佐
前
に
於
け
る
天
台
へ
の
復
古
主
義
と
、
そ
の
摂
を
一
に
す
る
も
の
が
あ
る
。

mw
中
古
天
台
の
否
認
は
理
在
結
言

中
古
天
台
の
範
囲
に
就
て
は
、
未
だ
一
定
の
定
説
も
な
い
が
、
大
体
と
の
方
面
の
専
門
家
の
意
見
を
参
酌
し
て
、
慧
慣
雨
流
の
末
流
で

平
安
末
期
の
院
政
時
代
か
ら
元
職
手
保
と
ろ
ま
で
の
呼
稲
と
考
へ
た
い
。
し
か
し
と
L
で
は
直
接
聖
人
と
闘
係
の
る
つ
た
時
代
に
限
定
し

て
解
説
す
る
。

か
の
慧
心
檀
那
を
中
心
と
し
て
護
達
し
た
台
続
的
本
費
思
想
は
、
や
が
て
文
献
を
離
れ
て
奔
放
不
踊
た
猫
断
的
解
轄
を
生
ぜ
し
め
た
。

と
れ
に
は
院
政
時
代
に
於
け
る
同
家
機
力
の
衰
微
に
乗
じ
て
、
勢
を
張
っ
た
僧
侶
の
墜
落
や
‘
忠
賓
・
た
事
問
の
衰
へ
た
と
と
も
一
因
を
な

し
た
で
あ
ら
う
が
‘
自
由
に
し
て
奔
放
不
様
な
主
観
的
風
一
風
の
勃
興
し
た
結
果
は
、
互
に
異
設
を
立
て
L
自
家
の
秘
停
と
稿
し
、
と
れ
を

門
外
に
一
不
さ
ど
る
風
習
を
馴
致
す
る
に
玉
っ
た
。
と
の
傾
向
が
慧
心
流
に
於
て
は
三
重
七
科
の
法
門
を
中
心
に
、
所
謂
口
倖
法
門
と
な
っ

て
現
は
れ
、

口
決
相
承
に
非
れ
ば
と
れ
を
偉
へ
や
「
錦
の
袋
に
入
れ
て
頚
に
懸
け
、
箱
の
底
に
埋
め
て
高
直
に
資
る
」
と
い
は
れ
、
果
て

は
「
博
千
金
莫
侮
之
」
と
さ
へ
稿
す
る
に
至
っ
た
。
あ
た
ら
一
心
三
視
の
法
門
も
と
L
に
至
っ
て
商
品
化
し
た
観
が
あ
る
。
他
方
槽
那
流

に
校
つ
て
は
濯
頂
玄
旨
の
血
脈
と
稿
し
、

一
一
樫
の
秘
斡
漉
頂
式
に
依
っ
て
、
他
の
密
濯
戒
漉
に
到
し
て
白
門
の
特
色
を
保
っ
と
共
に
‘
そ

の
流
域
の
棋
張
を
謀
っ
た
。
所
謂
玄
旨
時
命
壇
が
そ
れ
で
あ
る
。

日
蓮
救
皐
中
に
交
錯
せ
る
巾
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

六
七



日
蓮
敬
皐
巾
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

ノ、

／＼、

か
く
の
如
く
主
観
的
解
樟
や
秘
密
相
惇
を
山
内
ぷ
に
至
っ
た
結
果
、
そ
の
教
義
的
内
容
は
非
常
に
濁
善
的
と
た
り
、
雑
探
的
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
口
偉
法
門
の
筆
越
さ
れ
た
最
古
の
文
献
と
し
て
は
、
国
多
羅
義
集
で
あ
ら
ろ
と
い
は
れ
る
が
、
そ
の
閤
多
羅
義
集
は
古
来
智
詮

大
師
の
作
と
稲
せ
ら
る
L
も
、
賞
は
智
詮
の
授
決
集
に
擬
し
て
後
人
の
偶
作
し
た
も
の
と
い
は
れ
る
。
た
ど
的
確
に
そ
の
時
代
及
び
作
者

を
推
定
し
特
ざ
る
は
遺
憾
で
あ
る
。
そ
の
内
窓
は
天
台
大
綱
決
以
下
五
十
飴
科
の
法
門
を
掲
げ
て
、
と
れ
を
轄
す
る
に
備
経
儲
論
を
列
奉

し
て
「
頓
漸
固
の
三
敬
は
法
報
臆
の
三
身
と
宰
幌
中
と
一
心
三
観
と
三
間
一
心
と
に
名
く
」
と
い
ふ
が
如
き
、
華
強
附
舎
左
臆
誌
を
遅
う

し
て
居
る
の
で
あ
る
。

ま
た
慧
心
流
口
偉
法
門
を
、
相
々
整
理
し
た
形
態
と
し
て
考
へ
ら
る
L
修
師
寺
決
に
し
て
も
、
そ
れ
が
従
来
の
所
停
の
如
く
俸
救
大
帥

の
作
で
な
い
と
と
は
今
日
事
界
の
定
設
で
あ
っ
て
、
中
古
天
台
口
偉
法
門
の
文
献
化
し
た
も
の
と
い
ふ
と
と
に
異
論
は
・
な
い
。
そ
の
修
蹄

寺
決
の
内
容
を
見
る
に
、
国
密
合
談
は
勿
論
、
往
生
思
想
・
理
観
思
想
・
唱
題
思
想
等
の
混
交
し
た
雑
胤
悌
救
で
あ
る
。

そ
の
他
中
古
天
台
を
代
表
す
べ
き
枕
壁
紙
・
本
無
生
死
論
・
五
部
血
脈
・
牛
頭
決
等
は
、
何
れ
も
口
倖
法
門
の
文
献
化
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
の
法
義
内
容
は
雑
飽
悌
敬
の
敷
に
漏
れ
な
い
。
法
華
経
至
上
主
義
の
立
場
に
立
っ
て
、
悪
質
智
詮
以
後
の
樫
賞
雑
凱
を
極
力
指

弾
せ
ら
れ
た
聖
人
が
‘
か
L
る
中
古
天
台
の
雑
凱
悌
敬
を
否
認
せ
ら
る
L
と
と
は
論
を
侠
た
ざ
る
所
で
あ
る
。
聖
人
は
常
に
「
修
多
羅
と

ム
口
せ
ば
録
し
て
之
を
用
ひ
ょ
。
文
無
く
義
無
き
は
信
受
す
べ
か
ら
や
」
と
い
っ
て
文
献
主
義
を
主
張
し
「
悌
詑
に
依
相
思
し
て
、
口
俸
を
信

や
る
と
と
莫
れ
」
と
口
惇
主
義
の
危
険
を
誠
め
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

ニ
、
宗
畢
上
に
受
流
す
る
中
古
天
台
思
想
の
一
瞥

属
品
設
以
後
の
叡
山
悌
救
を
口
し
て
、
樺
宜
雑
観
と
庇
し
、
ひ
た
す
ら
に
天
台
大
師
の
法
華
経
王
主
義
の
古
に
復
れ
と
叫
ば
れ
た
聖
人
が



畳
誰
よ
り
も
甚
だ
し
き
雑
嵐
敬
撃
た
る
中
古
天
台
を
容
認
さ
る
L
謂
は
れ
な
き
と
と
は
、
前
項
に
略
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
古
今

の
宗
皐
に
於
け
る
種
々
の
部
面
に
亙
っ
て
、
中
古
天
台
の
影
響
ま
た
は
轍
入
と
魔
し
き
も
の
が
少
く
泣
い
。
そ
れ
等
の
す
ぺ
て
を
列
聞
躍
す

る
と
と
は
今
の
目
的
で
な
い
か
ら
‘
試
み
に
三
筒
の
大
事
と
伸
身
観
に
闘
す
る
一
三
万
文
献
を
翠
げ
て
置
く
。

m
三

簡

の

大

事

（
イ
〉
日

浦

抄

俸
に
云
〈
、
佐
渡
阿
開
梨
日
浦
著

問
云
、
於
オ
此
宗
一
一
二
筒
ノ
大
事
主
寸
一
宮
何
。
答
ヲ
是
義
米
司
相
偉
寸
但
天
台
一
家
之
三
筒
ノ
大
事
ト
者
四
筒
大
事
ノ
中
ノ
法
華
深
義
ト
云
ヲ
内

7

略
偉
三
箇
ノ
大
事
ヲ
開
出
3
固
敬
二
ニ
身
、
常
寂
光
土
義
、
蓮
華
国
果
是
也
。
先
岬
此
旨
ヲ
能
ク
能
ク
相
偉
，
共
上
＝
可
円
得
t

意
事
也
。
営
家
ノ
三

前
ノ
大
事
ト
者
御
書
＝
云

t
本
門
，
本
隼
ト
輿
＝
四
菩
薩
↓
戒
壇
ト
南
無
O
経
ノ
五
字
也
一
国
一
訂
此
三
大
事
敗
。
敢
テ
難
ゆ
及
山
短
慮
一
。

興
門
集
問
。

四

買

以
上
は
中
古
天
台
を
一
貫
し
て
中
心
教
事
と
・
危
う
た
三
重
七
科
口
倖
法
門
の
中
、
庚
倖
四
筒
の
大
事
の
下
、
法
華
深
義
の
下
に
分
間
さ
れ

た
時
偉
三
筒
の
名
目
を
掲
げ
て
、
そ
の
趣
旨
を
相
侍
せ
よ
と
詑
き
、
か
へ
っ
て
吾
宗
の
三
筒
の
大
事
に
つ
い
て
は
「
短
慮
に
及
び
難
し
」

ム
」
匙
を
投
げ
た
態
で
あ
っ
て
、
そ
の
聞
に
ゐ
の
づ
か
ら
中
古
天
台
時
讃
の
片
影
が
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
略
停
三
簡
の
第
一
、
固
敬
の
三
身
と
は
、
法
華
経
本
語
の
敬
相
を
超
越
し
た
本
前
未
分
の
翻
心
（
す
な
は
ち
一
大
岡
敬
〉
の
上
に

立
つ
所
の
無
作
三
身
の
僻
で
る
る
。
従
っ
て
と
の
仰
は
始
め
て
修
刷
制
し
た
三
身
で
は
た
く
・
本
来
法
爾
と
し
て
三
身
岡
湖
の
費
休
で
あ
っ

て
、
と
れ
を
国
教
の
三
身
と
も
無
作
三
身
と
も
い
ふ
。
す
た
は
ち
自
然
本
莞
の
併
で
あ
る
。

第
二
の
常
寂
光
土
義
に
於
て
、
理
・
事
の
寂
光
土
を
説
く
。
す
左
は
ち
哩
の
寂
光
土
と
は
、

一
念
未
だ
生
ぜ
歩
、
高
法
未
だ
分
れ
歩
、

身
土
依
正
の
別
も
た
い
本
有
常
寂
の
土
で
あ
る
。
事
の
寂
光
と
は
森
羅
三
千
の
事
相
宛
然
と
し
て
、
身
土
依
正
の
姿
歴
然
た
る
営
相
を
い

日
蓮
教
事
巾
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

y、
九



日
蓮
数
泉
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

ーと。

ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
諸
宗
が
理
の
寂
光
土
を
説
く
に
封
し
て
．
慧
心
流
に
於
て
は
俗
諦
常
住
を
談
J
Y
る
立
場
か
ら
、
事
の
寂
光
土
を
主

張
す
る
の
で
あ
る
。

第
三
に
蓮
華
因
果
と
は
、
法
界
の
依
正
二
報
の
上
に
、
悶
果
供
時
に
岡
満
す
る
と
と
を
期
す
法
円
で
あ
る
。
無
始
巳
来
三
千
の
諸
法
宛

然
た
る
所
に
、
本
有
の
因
果
を
説
く
の
で
あ
っ
て
、
と
れ
を
蓮
華
閃
果
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
営
体
蓮
華
で
あ
る
。
蓮
華
は
花
泉

同
時
去
る
故
に
、
三
千
の
依
正
宛
然
た
る
営
体
に
本
有
の
閃
果
あ
り
と
詑
く
に
警
へ
た
の
で
あ
る
つ

要
す
る
に
国
敬
の
三
身
は
能
居
の
三
身
を
詑
き
、
寂
光
土
義
は
所
居
の
依
報
を
談
じ
、
蓮
華
因
果
は
依
正
二
報
の
上
に
本
宥
の
因
果
を

搬
す
法
円
で
あ
る
。
而
し
て
か
L
る
自
然
本
畳
的
台
密
思
想
が
、
無
保
件
に
五
日
が
宗
撃
に
輪
入
せ
ら
れ
た
と
と
は
‘
吾
が
｛
一
不
皐
の
特
異
性

を
疑
は
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
聖
人
の
立
て
ら
れ
た
る
正
確
な
る
宗
製
指
棋
が
、
果
し
て
そ
の
や
う
た
宰
疎
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。

（

ロ

〉

法
華
本
門
弘
経
抄

精
議
房
日
降
著

日
存
聖
人
御
口
停
に
云
く
、
紋
の
天
台
宗
七
簡
の
大
事
と
は
、
侍
法
要
備
の
大
事
、
此
れ
は
停
敬
大
師
の
本
相
承
な
り
c

時
傍
三
筒
の

大
事
と
は
‘
慈
畳
大
師
異
朝
将
来
の
相
承
左
り
。
都
合
七
筒
な
り
。
四
簡
の
大
事
の
中
の
法
華
深
義
よ
り
時
停
三
筒
の
大
事
は
出
で
た

り
。
所
謂
三
簡
と
は
国
教
の
三
身
、
常
寂
光
土
の
義
、
蓮
華
の
因
果
な
り
。
法
華
の
深
義
と
は
、
法
華
玄
義
と
云
ふ
と
と
左
り
。
玄
義

と
は
五
重
玄
、
五
重
玄
と
は
総
別
也
。
別
休
の
｛
一
万
用
を
以
て
組
名
に
話
す
。
組
側
名
の
妙
法
蓮
華
経
と
は
本
門
に
と
れ
あ
り
。
本
門
の
妙

。

口

口

口

O

つ

口

口

「

0

0

0

0

口

0

0

0

0
粧
に
岡
敬
の
三
身
、
常
寂
光
土
義
、
蓮
華
因
果
の
三
筒
の
大
事
を
具
是
せ
り
。
此
の
三
簡
の
大
事
と
は
営
宗
三
筒
の
秘
法
な
り
。
所

以
に
本
門
の
本
等
と
は
国
教
の
三
身
、
本
門
の
戒
壇
は
常
寂
光
土
、
事
行
の
首
題
は
蓮
華
悶
果
と
相
配
す
れ
ば
、
次
で
の
如
く
義
理
亦

分
明
た
り
。
再
躍
に
及
ば
今
o
－U
云
（
日
隆
上
入
金
集
十
一
各
五
一
只
）

と
明
か
に
中
古
天
台
に
於
け
る
略
倖
三
筒
の
法
門
を
採
り
上
げ
て
、
本
門
の
三
大
秘
法
を
解
説
さ
れ
て
居
る
。
と
L
に
至
っ
て
一
部
宗
外



の
聾
者
か
ら
、
本
門
の
三
耐
は
、
中
古
天
台
に
於
け
る
三
筒
大
事
の
肱
化
な
り
と
い
は
れ
で
も
‘
何
等
耕
疏
の
献
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

（

ハ

〉

民

流

正

傍

紗

常
不
軽
院
日
良
著

倖
救
大
師
略
惇
三
箇
ノ
秘
法
ト
一
広
ヲ
事
道
遼
ノ
修
蹄
寺
決
ト
一
五
ヲ
物
2

書
官
。
目
疋
レ
則
チ
七
百
飴
科
ノ
相
承
ノ
中
ヲ
取
オ
簡
要
五
局
守
三
筒
ノ
秘
法
↓
。
夫

レ
ト
ハ
者
国
救
ノ
三
身
、
蓮
華
因
果
、
常
寂
光
土
義
也
。
此
ノ
三
ヲ
蓮
帥
替
オ
名
目
ゴ
三
本
門
三
大
秘
法
↓
事
ヲ
鋒
外
一
通
，
抄
ニ
有
幻
製
作
一
。
此

中
二
品
目
ガ
岡
敬
三
身
↓
営
家
ノ
敬
主
也
。
是
ヲ
営
宗
主
名
目
本
門
ノ
本
等
寸
扱
テ
蓮
華
因
果
工
者
営
（
一
不
ノ
題
目
ノ
一
大
事
也
。
常
寂
光
土
義
工
者

本
門
ノ
戒
壇
院
也
。
（
本
妙
法
華
宗
部
第
一
、
一
三
三
頁
）

と
の
文
に
は
略
侍
三
簡
の
大
事
を
、
五
口
が
聖
人
が
そ
の
名
を
本
門
の
三
大
秘
法
と
改
め
ら
れ
た
と
断
言
さ
れ
て
居
る
。
五
口
が
宗
旨
の
三
副

に
し
て
呆
し
て
然
ら
ぱ
本
化
別
頑
の
救
観
も
決
し
て
別
踊
で
は
あ
り
得
な
い
。
樺
質
雑
飢
の
極
に
達
し
た
中
古
天
台
の
雑
蹴
悌
救
M
L

母
胎

と
し
て
脱
化
し
た
本
門
の
三
副
た
り
と
断
や
る
に
至
っ
て
、
吾
が
宗
撃
の
特
異
性
も
な
け
れ
ば
優
越
性
も
あ
り
得
な
い
。
か
く
て
聖
人
を

し
て
中
古
天
台
の
一
亜
流
と
化
せ
し
め
て
悔
ゐ
な
き
を
得
る
で
あ
ら
う
か
。

!2) 

悌

身

観

（
イ
）
天
台
一
’
誕
の
伸
身
論

宗
事
上
に
散
見
す
る
中
古
天
台
の
伸
身
視
を
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
先
づ
天
台
一
家
の
書
量
顕
本
論
を
一
瞥
し
、
特
に
中
古
天
台
に

於
け
る
伸
身
視
そ
の
も
の
を
正
確
に
認
識
し
、
と
れ
を
把
握
し
－
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

(a) 

原
始
天
台
の
蓄
量
顕
本
論

天
台
大
師
以
前
の
所
相
古
帥
の
伸
身
観
は
概
ね
法
身
顕
本
論
で
あ
っ
た
。
ま
た
光
宅
の
如
き
は
書
量
日
聞
の
雰
頭
に
「
如
来
秘
密
神
通
之

力
」
と
あ
る
交
に
依
っ
て
、
書
量
の
塵
点
遠
毒
を
以
て
、
開
伴
等
の
紳
迫
力
に
依
る
延
需
と
解
し
、
一
紳
通
延
毒
・
な
れ
ば
絡
に
謹
く
る
期
あ
り

円
建
設
夢
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
忠
恕
及
び
様
相

七



回
連
敬
桜
中
に
交
錯
せ
る
巾
古
一
大
台
の
思
想
及
び
様
相

一仁

と
な
し
て
、
臆
身
無
常
論
を
唱
へ
た
。

天
台
大
帥
は
古
制
の
法
身
顕
本
と
、
光
宅
の
膳
身
無
常
論
と
を
止
揚
し
て
、
自
ら
通
明
三
身
別
在
報
身
の
義
を
提
唱
さ
れ
た
の
で
る
る
。

す
な
は
ち
書
量
顕
本
の
所
詮
は
‘
通
じ
て
は
三
身
常
住
で
あ
り
、
別
し
て
は
報
身
顕
本
で
あ
る
。
怖
の
智
慧
が
宇
宙
の
真
理
を
体
制
刊
さ
る

L
時
、
そ
の
所
知
見
の
理
を
法
身
と
い
ひ
、
能
知
見
の
智
慧
b
L
報
身
と
い
ふ
。
市
し
て
そ
の
備
が
赴
機
続
物
の
矯
め
に
震
動
す
る
、
そ
れ

を
脂
身
と
い
ふ
の
で
る
る
。
す
た
は
ち
最
初
詮
得
の
悌
（
報
身
〉
が
宇
宙
の
民
理
に
其
し
、
赴
機
待
物
に
護
助
（
脂
身
V

す
る
．
そ
と
に

三
身
が
具
足
す
る
か
ら
週
明
三
身
と
い
ふ
。
而
も
中
間
性
の
報
身
は
上
、
法
身
に
冥
し
‘
下
、
臨
身
に
契
ふ
か
ら
．
別
在
報
身
と
説
〈
。

と
れ
は
俳
身
観
稜
展
史
上
に
於
け
る
天
台
大
師
の
一
大
山
中
見
で
あ
っ
て
、
妙
紫
大
師
も
、
と
れ
を
稽
承
し
て

法
身
非
需
は
諸
敬
の
常
談
・
但
だ
未
だ
曾
て
久
遠
遠
需
を
設
か
・
？
。

（
文
合
二
十
五
巻
問
十
四
了
〉

と
、
天
台
の
久
遠
遺
書
を
大
師
の
猫
創
と
し
て
誇
耀
さ
れ
て
居
る
。
ま
と
と
に
法
身
非
霧
は
冷
か
も
仏
る
理
休
法
身
の
常
住
に
過
ぎ
な
い
。

と
れ
を
人
格
的
に
久
遠
質
成
の
報
身
怖
と
見
る
所
に
‘
法
華
経
の
卓
・
異
性
が
あ
り
、
天
台
大
師
の
調
創
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
妙
融
市
大

師
は
光
宅
の
鷹
身
無
常
に
劃
し
で
も

諸
醐
伴
皆
書
量
を
以
て
無
常
と
せ
守
、
光
宅
乃
ち
需
量
を
以
て
延
需
と
た
す
。

と
評
破
さ
れ
て
居
る
。
か
く
て
原
始
天
台
に
於
て
は
文
上
盛
点
を
能
額
と
す
る
報
身
備
を
以
て
誇
量
顕
本
の
所
詮
と
し
た
の
で
あ
る
。

）
 
】’B臥（
 
慈
畳
知
H
誰
等
日
本
上
古
天
台
の
頴
本
論

原
始
天
台
に
於
て
は
．
報
身
顕
本
を
以
て
一
家
の
濁
創
と
し
て
誇
耀
す
る
に
拘
ら
や
、
日
本
天
台
に
於
け
る
慈
費
智
詮
以
後
に
至
り
て

は
真
言
の
影
響
を
受
け
て
、
大
日
本
地
身
の
法
身
と
、
害
時
量
本
備
と
の
融
合
を
説
く
に
至
っ
た
。
そ
の
源
は
遠
く
支
郊
の
一
行
阿
閤
梨
に

費
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、

一
行
の
大
日
経
義
糟
（
韻
戴
第
三
十
六
套
三
三
八
）
に
は
、
法
華
粧
を
以
て
略
説
と
た
し
、
大
日
如
来
の
設
か



れ
た
密
粧
を
「
妙
法
蓮
華
最
深
路
島
」
と
な
し
て
、
害
日
五
品
は
畢
克
「
此
宗
（
真
言
）
職
伽
之
意
耳
」
と
説
い
て
居
る
。
す
な
は
ち
法
華
本

門
の
報
身
悌
と
、
大
日
法
身
如
来
と
の
融
合
論
で
る
る
。
こ
の
大
日
経
義
躍
の
文
に
示
唆
さ
れ
た
慈
畳
大
師
は
、
そ
の
著
金
剛
頂
経
疏
に

於
て
、見
虚
遮
那
伸
、
雄
三
A

D

ト
不
久
現
誰
↓
而
モ
成
伸
己
米
甚
大
久
遠
．
所
一
－
一
以
内
不
山
説
レ
経
計
却
敷
↓
者
於
採
血
＝
各
有
＝
傍
正
ノ
義
一
故
＝
法
華
ハ
正

J
2

近
成
ノ
執
↓
故
－
－
由
民
ク
詑
U

劫
事
ザ
。
今
此
経
ハ
正
ク
樹
九
一
唄
成
之
相
寸
故
＝
魔
グ
演
出
此
現
設
相
寸
時
y

詮
U

久
成
J

事
4

雄
日
有
寸
傍
正
一
二
悌
不
レ
異
ヲ
。

〈
三
谷
六
丁
）

と
論
じ
て
、
金
湖
国
経
の
不
久
現
設
と
．
法
華
経
の
久
遠
貫
成
と
を
習
合
し
て
、
金
剛
頂
経
は
国
間
哉
の
陸
劫
を
破
し
て
、
密
教
の
頓
読
の

相
を
顕
す
が
矯
め
に
不
久
現
詮
と
い
ひ
、
法
華
は
近
成
の
執
を
破
す
る
を
正
意
と
す
る
が
故
に
久
遠
質
成
と
説
く
。
互
に
傍
正
の
異
り
と

そ
あ
れ
、
そ
の
師
趣
は
一
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

弐
に
古
来
智
設
の
著
と
倖
ふ
る
頴
密
二
宗
本
地
三
身
樺
が
、
果
し
て
智
詮
の
作
な
り
や
否
や
は
別
に
検
討
の
必
要
が
あ
る
。
寧
ろ
と
の

書
は
中
古
天
台
の
分
野
に
入
る
べ
き
思
想
内
容
と
思
は
れ
る
が
、
同
室
円
に
は

経
＝
云
ク
我
質
成
悌
巳
来
文
天
台
大
師
ノ
樺
＝
一
一

A
t
能
成
n

即
報
身
、
所
成
n

即
法
身
、
法
報
合
2
故
＝
能
ク
篠
山
物
ヲ
0

故
－
－
能
ク
三
世
＝
利
＝
徒
ぇ

衆
生
サ
己
上
能
成
即
報
身
者
如
来
ノ
知
見
也
。
所
成
即
法
身
内
者
所
知
見
三
界
之
相
也
。
准
す
－
一
此
文
一
躍
迦
如
来
ノ
久
遠
質
成
之
時
、
コ
一
界
，

衆
生
悉
ク
成
守
本
地
ノ
法
身
ザ
也
。
四
伴
迦
如
来
ハ
以
計
如
質
ノ
知
見
イ
A
P
R
三
界
ノ
衆
生
サ
成
帥
本
地
ノ
法
身
U
者
日
疋
妙
中
ノ
花
一
妙
、
極
中
ノ
紙
読
也
o

ペ
臼
本
大
藤
鰻
天
台
宗
密
敬
意
疏
四
七
三
頁
〉

と
論
じ
て
居
る
。
と
の
書
に
樺
隼
の
本
地
開
顕
を
能
顕
と
し
、
衆
生
の
本
地
問
顕
を
所
顕
と
す
る
あ
た
り
、
か
の
二
帖
抄
鬼
間

内
天
金
二

七
五
一
只
、
同
二
六
九
頁
）
及
び
文
句
略
大
綱
私
見
聞
〈
備
会
一
五
七
頁
〉
等
と
同
裁
で
あ
っ
て
、
寧
ろ
中
古
天
台
に
属
す
ぺ
き
文
献
で
あ
ら
う

日
蓮
致
事
中
に
交
錯
せ
る
山
・
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

t二



日
蓮
数
皿
宇
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
山
忠
恕
及
び
様
相

t二
四

が
、
別
に
智
詮
の
阿
字
秘
轄
に
は
‘

害
支
ノ
常
住
n

久
ク
修
，
得
タ
リ
正
ク
此
妙
法
ハ
最
傑
耐
特
ノ
大
日
如
来
ノ
常
心
地
1
0
今
潟
戸
大
合
引
自
ラ
開
演

t
故
題
山
妙
法
蓮
華
経
↓
。

（
日
歳
天
台
宗
由
利
数
章
疏
一
巻
四
六
八
頁
）

と
、
議
量
品
の
仰
を
能
詮
、
大
日
如
来
を
所
詮
と
し
て
、
岡
山
利
一
設
を
説
委
」
、
隠
約
の
聞
に
密
勝
額
劣
の
思
想
を
露
顕
せ
し
め
て
居
る
。

か
く
て
支
那
天
台
に
在
つ
て
は
、
書
量
文
上
の
鹿
点
に
即
し
て
報
身
常
住
を
就
き
た
る
に
封
し
て
、
今
や
畳
穀
雨
師
に
依
っ
て
密
粧
と

結
合
の
結
巣
、
久
遠
質
成
の
轄
傘
は
能
詮
の
報
島
均
伸
、
不
久
現
詮
の
大
日
本
地
身
は
所
詮
の
法
身
悌
と
論
じ
て
、
沿
の
づ
か
ら
密
勝
顕
劣

の
思
想
に
堕
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

例

中

古

天

台

の

顕

本

論

中
古
天
台
の
最
大
友
特
色
は
、
設
相
を
逸
脆
し
た
極
端
た
翻
心
主
義
で
あ
る
が
、
伸
身
観
も
ま
た
そ
の
紘
に
沿
っ
て
生
長
し
て
ゐ
る
。

古
来
慧
心
信
都
の
著
と
い
は
れ
る
枕
双
紙
は
、
今
日
に
於
て
は
俊
範
か
ら
静
明
の
と
ろ
の
作
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
‘
同
需
に

悌
本
門
書
量
＝
設
計
久
遠
成
道
4

皆
椴
ノ
施
設
也
。
共
レ
貫
一
－
h

如
来
臓
ノ
理
三
本
白
リ
不
L

論
功
成
不
成
延
辺
始
中
経
ノ
差
別
－
何
ゾ
論
理
主
久
遠
ト
輿

日
今
日
一
雄
日
然
：
毎
日
利
＝
徒
2
衆
生
寸
話
三
令
日
起
口
信
心
↓
設
計
五
百
鹿
点
↓
也
。
若
シ
得
計
三
他
機
ザ
不
レ
同
号
。
相
＝
陪
セ
パ
彼
一
者
可
け
詑
ヲ
A

百
六
百
乃
至
百
千
高

1
皆
目
疋
レ
仮
設
也
。
（
葱
心
全
集
一
巻
二
三
丁
）

と
五
百
塵
点
は
仮
設
な
り
と
断
じ
て
居
る
。
ま
た
等
海
口
偉
に
は

静
明
ノ
御
義
昌
平
A
t
世
間
ノ
由
華
匠
月
五
百
塵
点
最
初
質
成
ノ
事
成
ノ
時
分
ヲ
云
山
本
質
成

1
一耳目開閉本

1
也
。
共
ぞ
顕
本
ノ
共
一
也
。
擢
山
事
成
ノ
本

サ
事
老
母
い
顕
弓
無
作
三
身
ノ
本
↓
方
便
也
。
的
テ
先
ν
可
リ
定
山
本
質
成
ノ
相
サ
也
。
営
流
＝
、
本
宜
成
ト
権
一
三
ト
無
始
無
格
無
作
ノ
三
身
J

顕
本
寸
脅
ヲ

也
。
門
天
台
集
会
書
五
O
問）



と
論
じ
て
、
韓
傘
の
久
遠
質
成
を
以
て
文
上
能
顕
の
方
便
と
な
し
、
脚
伴
仲
ヰ
の
無
始
無
終
本
費
無
作
の
三
身
を
顕
す
の
が
文
底
所
顧
の
賓
義

で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
と
れ
は
明
か
に
書
量
一
品
の
上
で
文
上
能
顕
と
文
民
所
掘
と
を
論
ゃ
る
の
で
あ
っ
て
、
か
の
費
詩
等
の
ム
口
斡

に
於
て
、
法
華
経
と
密
経
と
を
封
立
せ
し
め
て
能
所
を
論
じ
、
法
華
経
は
能
詮
の
報
身
、
事
顕
本
の
樟
仲
与
な
り
と
い
ひ
、
密
粧
は
所
詮
の

法
身
、
理
問
問
本
の
大
日
本
地
身
友
り
と
説
く
と
は
、
そ
の
綱
格
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
彼
は
二
粧
割
論
の
上
の
能
所
で
あ
り
、
と
れ

は
法
華
一
粧
の
上
の
能
所
で
あ
り
、
魁
質
し
て
い
へ
ば
書
量
一
品
の
上
の
能
所
で
あ
る
。

か
く
て
中
古
天
台
に
於
て
は
書
量
銅
山
本
の
併
は
無
始
無
終
の
本
質
三
身
如
来
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
伸
の
法
体
内
容
に
於
て
は
、

大
日
本
地
身
と
何
等
異
る
所
も
な
い
自
然
本
畳
の
素
法
身
に
外
な
ら
ぬ
。
と
の
点
密
粧
の
影
響
で
・
な
く
て
何
で
あ
ら
う
。

か
く
て
顕
本
の
事
現
に
つ
い
て
、
文
句
略
大
綱
私
見
聞
に
は
．

先
ッ
事
国
間
本
工
程
文
一
一
臨
時
一
致
ノ
五
百
塵
点
ノ
相
ヲ
説
ヂ
破
立
宍
近
情
古
寺
破
控
顕
本
ト
云
ヲ
也
。
四
期
本
ド
一
五
n

我
等
生
死
流
時
ノ
無
始
ノ
色
心
7

本

畳
無
作
ノ
妙
境
妙
智
ト
顕
λ

是
タ
開
悲
願
本
ト
云
也
。
ハ
例
数
金
書
一
五
七
頁
）

と
事
顕
本
の
落
居
は
理
顕
本
で
あ
る
と
論
じ
て
居
る
。
且
つ
等
舜
の
玄
義
見
聞
に
は
、

悲
心
流
－
二
理
成
ハ
勝
し
事
成
ハ
劣
ル
ト
成
。
玉
ヲ
也
。
接
点
，
尚
南
初
ノ
事
成
伸
ト
者
岱
リ
破
言
旭
化
ノ
近
情
五
づ
借
斗
座
点
一
故
－
一
被
n

能
顕
ノ
方
便
也
。
此

外
－
－
所
副
相
ノ
僻
休
可
立
何
日
之
也
。
共
悌
ト
云
ハ
性
本
願
本
内
設
住
…
作
本
費
ノ
如
来
也
。
ハ
六
谷
十
問
丁
）

と
論
じ
て
事
成
は
能
顕
の
方
使
、
理
成
は
所
願
の
質
事
で
あ
っ
て
、
本
莞
無
作
の
併
で
あ
る
と
い
っ
て
居
る
。
そ
の
他
等
海
口
傍
（
天
会

五（
U
二
一
只
〉
等
に
も
心
賀
の
御
義
と
精
し
て
現
顕
本
圧
意
が
設
か
れ
て
居
る
。

か
く
の
如
く
事
顕
本
の
報
身
を
方
便
と
し
‘
理
期
制
本
の
法
身
す
な
は
ち
本
畳
無
作
の
怖
を
良
質
身
と
す
る
所
に
も
、
法
華
経
本
語
の
救

相
を
離
れ
て
、
専
ら
翻
心
を
最
要
と
す
る
翻
心
主
義
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
等
海
口
停
に
‘

日
蓮
致
事
中
に
交
鈴
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

七
五



日
蓮
敬
筆
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

七
ノ、

謹
門
内
躍
僻
ノ
三
身
也
。
本
門
同
報
伸
二
ニ
身
也
。
本
謹
不
二
ノ
観
心
n

法
中
論
三
ノ
三
身
也
。
門
天
台
宗
主
脅
阿
九
五
一
只

と
あ
る
如
き
は
‘
と
れ
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
る
o
か
く
て
文
上
塵
点
賓
修
賓
詮
の
報
身
悌
を
有
始
と
し
て
軒
視
し
、
支
店
の
無
始
無

終
本
畳
無
作
の
自
然
畳
を
重
ん
じ
た
結
果
・
そ
れ
は
濁
り
果
上
の
悌
の
み
に
は
限
ら
な
い
。
在
迷
の
凡
夫
も
ま
た
同
じ
本
鹿
児
無
作
の
三
身

如
来
で
あ
る
と
い
ふ
思
想
に
ま
で
展
開
し
た
。
と
の
問
の
開
係
を
二
帖
抄
見
聞
に
‘

今
ノ
顕
本
ノ
本
意
内
十
回
外
ノ
衆
生
悉
，
無
作
本
質
ノ
如
来
2
b

テ
一
切
衆
生
ノ
生
住
異
減
ノ
四
相
ヲ
本
来
常
住
ト
見
2
成
道
ト
云
ヲ
也
。
ハ
天
台
宗
令
書
二
七

五
頁
）

所
詮
顕
本
ト
一
言
Z
何
事
ゾ
ト
言
Z
顕
日
衆
生
成
悌
ノ
本
悌
↓
名
す
。
其
成
伸
ト
者
額
百
同
受
用
木
魔
ノ
智
体
4

名

t
o
ハ
同
二
六
九
頁
）

と
論
じ
て
、
書
量
顕
本
J

本
意
は
衆
生
本
有
の
無
作
三
身
を
顕
す
に
あ
り
と
い
ひ
、
文
句
時
大
綱
私
見
聞
に
も
‘

今
ノ
然
我
質
成
僻
〆
我
：
自
我
得
悌
来
ノ
我
ヲ
一
日
時
－
－
習
ヲ
時
、
凡
y
於
け
我
＝
賓
我
慢
我
：
、
凡
夫
ノ
我
ヲ
質
我
ト
言
ヒ
働
界
J

我
ヲ
根
我
ト
言
ヲ
也
。

A
7
J
我
内
向
梓
掌
ノ
顕
本
ヲ
詑
タ
故
－
一
般
我
也
。
此
ノ
我
ヲ
十
界
ノ
我
ト
習
ヲ
也
：
・
：
・
此
時
R

樺
傘
一
悌
ノ
期
本
ヵ
十
界
同
時
ノ
顕
本
ト
可
b

得
レ
意
也
o

Q怖
敬

金
書
一
五
七
頁
〉

と
書
量
品
に
於
け
る
樺
隼
の
顕
本
を
仮
設
と
し
て
、
衆
生
の
顕
本
を
賓
義
と
す
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
樺
隼
自
ら
の
第
一
人
稀
で
あ
る
「
我

質
成
伸
」
「
自
我
得
悌
来
」
の
我
の
字
に
「
大
」
の
一
字
を
冠
し
て
‘
と
れ
を
十
方
法
界
の
「
大
我
」
と
解
醐
伸
し
た
の
で
あ
る
。
か
の
御
義

ロ
倖
に
「
我
と
は
法
界
の
衆
生
な
り
」
と
解
棒
せ
る
如
き
は
、
貫
に
と
の
中
古
天
台
の
思
想
に
基
く
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
き
翻
心
主
義
の
解
樺
は
、
菅
に
十
界
の
衆
生
の
頴
本
に
止
ら
や
、
更
に
進
ん
で
森
羅
三
千
の
情
非
情
の
瀬
本
に
ま
で
展
開
し

た
。
す
左
は
ち
文
句
時
大
綱
私
見
聞
に
蓮
質
房
の
口
俸
と
し
て
「
五
百
塵
点
F

迩
伸
ノ
害
命
．
森
羅
高
象
r
本
僻
F

害
命
ト
口
決
シ
玄
へ
り
」
と

一
民
ひ
、
と
れ
と
同
じ
口
停
が
等
海
口
偉
（
天
金
五
三
八
頁
〉
に
も
見
え
て
居
る
。
か
く
て
法
身
理
顕
本
の
思
想
は
裡
隼
の
瀬
本
よ
り
十
界
の



衆
生
の
附
樹
木
と
左
り
、
再
柑
押
し
て
非
情
の
一
草
一
木
の
顕
本
に
ま
で
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
草
木
成
悌
の
思
想
は
こ
の
思
想
の
基
礎
に
立

つ
も
の
で
あ
る
。

か
L
る
親
心
主
義
の
傾
向
は
、
還
に
十
重
顕
本
は
敬
相
の
所
談
に
し
て
貰
義
に
非
や
と
下
し
、
十
重
期
本
の
上
に
別
に
翻
心
顕
本
を
立

て
h
、
と
れ
を
最
後
究
寛
の
旧
樹
木
と
な
す
に
至
っ
た
。
す
た
は
ち
こ
帖
抄
見
聞
に
、

十
重
m
樹
木
ノ
中
＝
不
レ
謹
詰
糊
本
ノ
賞
義
↓
此
上
－
－
立
町
観
心
ノ
問
問
本
↓
顕
山
一
念
三
千
ノ
本
理
成
道
ザ
也
。
此
等
ノ
義
門
他
流
－
ニ
不
山
知
ラ
事
也
。
門
天
金

二
七

O
頁）

’F」
、
そ
の
潤
創
を
誇
り
、

十
重
旧
制
本
ノ
中
ノ
性
本
開
閉
本
ト
言
フ
モ
質
－
z
用
ノ
重
也
。
破
麿
開
合
同
ノ
上
z

住
守
本
質
ノ
内
詮
一
故
ヱ
向
日
正
レ
外
用
ノ
重
也
。
：
：
：
迷
悟
モ
不
ι
分
タ
機
法

そ
不
山
起
ラ
三
千
有
ノ
任

Z
本
地
無
作
ノ
宜
体
ヲ
パ
賞
二
不
立
読
書
量
口
問
一
一
也
。
（
天
金
二
八
三
頁
）

と
論
じ
て
未
だ
迷
悟
も
分
た
や
機
法
も
起
ら
ざ
る
本
有
の
ご
一
千
の
有
り
の
ま
L
な
る
本
地
無
作
の
賞
体
を
顕
す
の
が
宜
義
で
あ
る
が
、
書

景
品
に
は
そ
の
宣
義
が
詑
か
れ
て
な
い
、
そ
れ
ゆ
ゑ
需
品
単
一
品
の
十
重
顕
本
の
上
に
更
に
翻
心
掛
本
を
立
て
L
．
員
一
貨
の
期
間
本
と
す
る
の
で

あ
る
。か
く
の
如
く
全
く
敬
相
の
軌
範
を
枕
し
て
、
飽
く
ま
で
奔
放
不
輔
な
自
由
な
解
搾
は
、
中
古
天
台
に
於
け
る
猫
創
で
あ
っ
て
、
教
祖
相

者
一
の
戦
撃
に
於
て
は
結
え
て
見
ざ
る
所
で
あ
る
。

（

ロ

〉

綱
要
導
師
等
の
害
景
顕
本
論

導
帥
は
「
三
世
間
制
本
最
初
震
本
章
」
に
於
て
書
量
顕
本
を
論
や
る
に
、
営
体
義
紗
・
総
勘
文
抄
・
桜
田
抄
等
を
堪
げ
て
、
書
且
一
一
所
思
の

伸
休
を
無
始
本
莞
昆
畳
一
本
と
論
じ
ら
れ
て
居
る
。
果
し
て
然
ら
ば
そ
れ
は
自
然
本
完
の
仰
で
あ
っ
て
賓
修
宜
誰
の
怖
で
は
な
い
。
放
に

日
蓮
致
事
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
ム
口
の
思
想
及
び
様
相

七
七



日
蓮
敬
隼
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
ム
日
の
岡
山
恕
及
び
様
相

七
八

側
者
は
と
れ
を
指
摘
し
て
、

所
レ
明
ぇ
即
日
疋
無
作
三
身
ノ
会
象
‘
本
来
ノ
白
魔
伸
－
－
メ
未
山
渉
日
修
諮
一
者
也
。
ハ
捌
略
二
三
二
頁
）

と
許
破
さ
れ
て
居
る
＝
優
陀
那
和
上
も
ま
た
五
議
に
と
の
点
を
論
じ
て
、

此
一
向
ノ
法
門
是
レ
台
家
耀
文
ノ
ん
一
不
要
7
市
非
＝
営
家
樺
義
ノ
所
用
一
何
ト
チ
レ
パ
者
営
家
ノ
判
ヲ
コ
害
責
ノ
文
義
↓
以
苦
境
点
，
初
成
↓
常
一
プ
文
上
能
開
閉
↓

以
計
無
始
本
島
凡
寸
話
主
人
民
所
顕
↓
故
二
二
世
顕
本
皆
無
始
本
質
見
虚
一
本
ヲ
常
山
所
顕
ノ
本
地
↓
故
也
。
（
制
略
直
議
合
本
一
三
阿
頁
）

と
許
慌
し
「
剛
者
の
詑
節
理
痛
快
、
頗
得
一
一
顕
本
ノ
本
意

L
と
削
者
の
説
を
支
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
こ
と
に
本
史
毘
虚
一
本
を
所
期
の
本
地

と
な
す
が
如
き
は
、
傘
舜
の
玄
義
見
聞
（
ム
ハ
谷
十
四
了
）
そ
の
他
前
記
中
古
天
台
の
諸
書
に
明
か
な
る
如
く
、
全
く
中
古
天
台
の
思
想
そ
の

も
の
で
あ
る
。

ま
た
導
師
は
「
書
量
所
顕
本
費
三
身
意
」
に
於
て
も
、
濯
頂
抄
、
総
削
文
抄
、
御
義
口
偉
壮
一
寸
の
文
献
を
思
げ
て
「
須
ら
く
向
来
の
諸
文

を
以
て
本
莞
所
願
の
旨
を
思
付
す
ペ
し
」
と
い
ひ
、
営
体
無
作
本
費
三
身
の
義
を
主
張
し
・
ま
た
「
二
種
本
門
十
僚
異
日
」
の
下
に
は
、

指
U

文
上
↓
名
3
1

内
随
他
↓
者
正
ク
由
一
円
需
は
野
ガ
遮
執
↓
旦
グ
立
て
遠
成
之
言
日
共
云
で
成
伸
↓
是
順
守
夢
裏
ノ
安
情
一
之
一
治
す
本
質
之
家
エ
ハ
都
テ

佐
一
五
成
俳
之
言
、
（
制
時
一
四
七
頁
）

弐
＝
随
白
木
門
工
者
即
是
L

文
民
加
熱
始
ノ
古
伸
也
。
（
捌
略
一
一
間
七
頁
）

と
文
上
随
他
‘
文
民
随
自
等
の
義
を
懇
げ
ら
れ
て
居
る
。
而
し
て
と
の
義
が
前
掲
の
玄
義
見
聞
等
の
中
古
天
台
の
義
と
酷
似
し
て
居
る
の

で
、
流
石
に
導
師
も
簡
別
に
苦
み
「
慧
流
古
義
、
大
に
今
の
意
に
同
じ
｜
捌
略
一
四
七
頁
」
と
告
白
さ
れ
て
居
る
。
更
に
導
師
は
大
日
経
の

我
一
切
本
初
と
法
華
経
の
久
遠
質
成
と
の
同
異
を
論
じ
て
、

夫
ι
大
日
経
＝
詮
勺
我
一
切
本
初
↓
自
ヲ
約
す
法
身
『
諸
経
ノ
常
談
1
0未
げ
足
芸
同
希

1
2今
粧
調
，
明
以
前
挫
点
成
悌
↓
此
レ
約
丸
山
戦
腹
立
系
典
－
－
n

絶ラ



鉱山シ
O

（
測
略
一
五

O
頁
〉

と
法
華
の
報
身
顕
本
を
誇
り
O

L
．
而
も
前
記
の
如
く
中
古
天
台
に
同
じ
て
自
ら
法
身
顕
本
に
堕
し
、
「
慧
心
ノ
本
莞
義
濫
主
口
門
ノ
流
義
こ

な
ど
と
い
は
れ
て
居
る
の
で
る
る
。

mw
五
口
宗
諸
家
の
中
古
天
台
模
倣

更
に
興
削
の
筆
交
と
倖
ふ
る
「
救
化
弘
粧
七
箇
口
決
大
事
」
「
御
本
隼
七
箇
之
相
承
」
の
如
き
は
、
中
古
天
台
に
於
け
る
「
七
筒
大
事
」

を
模
倣
し
た
る
も
の
L
如
く
、
八
口
問
隆
師
の
私
新
抄
第
十
三
忠
信
（
｛
一
示
会
三
九
六
）
に
「
救
行
設
三
重
血
脈
事
」
の
一
項
を
置
い
て
、
・
ム
u
が

宗
の
三
重
血
脈
を
説
く
如
き
も
．
中
古
天
台
の
三
重
の
口
停
を
模
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
も
ち
ろ
ん
敬
行
詩
三
葉
の
と
と
は
、
天
台
大
師

が
夙
に
い
は
れ
た
と
と
で
「
一
来
三
有
コ
三
額
一
謂
タ
敢
行
詮
｜
玄
曾
五
下
八
右
」
と
あ
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
を
三
豆
の
口
停
と
し
て
取
扱
つ

た
と
と
ろ
に
．
中
古
一
大
台
の
特
色
が
あ
り
‘
そ
れ
を
模
倣
し
た
の
が
私
新
抄
等
で
あ
る
。

ま
た
興
師
の
口
訣
相
承
と
稀
す
る
本
因
妙
抄
、
百
六
筒
相
承
を
初
め
．
三
位
順
帥
の
本
因
妙
口
訣
等
、
多
く
の
口
傍
静
態
を
な
す
も
の

は
．
恐
ら
く
中
古
天
台
の
口
倖
形
式
に
息
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。

而
し
て
そ
の
模
倣
は
形
態
の
上
の
み
で
は
な
く
、
思
想
内
容
に
於
け
る
輸
入
も
前
記
諸
文
献
の
外
、
御
本
隼
七
筒
相
承
に
、

帥
式
ク
法
問
介
ノ
五
大
二
身
ノ
五
大
也
。

一
筒
ノ
五
大
内
池
山
田
介
ノ
五
大
也
。
法
界
即
日
蓮
、
日
蓮
即
法
界
也
一
J
o
（
興
命
全
集
問
二
頁
》

と
五
大
休
同
の
理
体
論
を
以
て
、
営
位
即
妙
不
改
無
作
の
即
身
成
帥
を
説
く
如
き
は
、
真
言
統
救
か
ら
輸
入
し
た
合
終
思
想
の
再
輪
入
で

な
く
て
何
で
あ
ら
う
。

そ
の
他
問
主
興
肢
の
救
判
、
本
法
未
分
の
一
致
論
、
木
有
忠
組
．
心
性
本
完
思
想
等
一
々
枚
壊
に
遣
な
い
ほ

E
で
あ
る
が
、
そ
れ
等
の

考
設
は
且
ら
く
措
き
、
宗
関
学
上
に
か
く
の
如
く
中
古
天
台
の
敬
撃
を
輸
入
す
る
に
至
っ
た
起
因
が
那
設
に
あ
る
の
で
あ
ら
ろ
か
。

日
返
品
抗
準
中
に
交
錯
せ
る
巾
士
白
・
米
ム
u
の
思
想
及
び
様
相

七
九



日
蓮
敬
摩
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

ノL

0 

州
中
古
天
台
秋
風
一
e

交
錯
の
経
路

小
十
リ
ズ
ム
口
秋
風
一
a

が
、
五
口
が
宗
周
一
ゐ
中
援
に
ま
で
侵
入
し
た
経
路
を
明
確
に
す
る
局
め
に
は
、
多
く
の
考
詮
的
研
究
を
要
す
る
が
、
今
そ

の
一
班
を
考
察
す
る
に
‘
聖
人
滅
後
昭
削
門
下
の
臼
一
航
、
身
延
三
世
日
進
、
宮
士
興
帥
門
下
の
三
位
日
順
位
一
ザ
の
諸
師
を
初
め
、
多
く
の
法

孫
が
叡
山
に
登
っ
て
椛
宜
雑
蹴
の
ム
口
密
の
法
水
を
掬
し
た
結
果
で
た
い
と
も
限
ら
な
い
。
も
っ
と
も
前
記
耐
・
進
・
順
等
の
諸
師
が
直
ち

に
ム
同
総
移
入
の
責
任
者
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
か
L
る
時
代
の
情
勢
か
ら
生
じ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
ふ
の
で
あ
る
o

ま
た
錘
倉
の
末
期
か
ら
足
利
時
代
へ
か
け
て
後
展
し
た
関
東
天
台
の
品
へ
る
に
及
ん
で
、
宗
門
の
皐
匠
が
多
く
と
の
方
面
か
ら
法
流
を

倖
へ
た
形
跡
が
た
い
で
は
な
い
。
例
へ
ば
か
の
録
外
御
書
編
纂
の
先
駆
者
の
一
人
と
日
さ
る
L
京
都
本
莞
寺
の
真
如
住
削
が
、
傘
海
門
下

の
一
附
海
の
末
商
か
ら
侍
法
し
た
柏
原
慶
舜
よ
り
七
科
法
門
の
倖
技
を
受
け
た
事
貨
が
あ
り
、
妙
問
覚
寺
旦
字
削
は
隼
加
と
い
ふ
人
か
ら
ご
帖

抄
の
相
停
を
受
け
て
、
と
れ
を
五
昌
院
日
性
に
授
け
た
。
そ
．
し
て
性
師
が
永
千
五
年
十
月
か
ら
二
帖
抄
に
つ
い
て
講
述
さ
れ
た
も
の
を
、

合
下
の
日
義
が
記
録
し
て
「
一
流
相
倖
私
見
聞
書
」
と
題
し
、
今
な
ほ
身
延
文
庫
中
に
現
存
し
て
居
る
。
同
書
に
二
帖
抄
相
停
の
系
脈
に

つ
い
て
左
の
如
く
記
し
て
居
る
。

此
相
承
ハ
隼
海
《
五
十
八
歳
、
耐
海
ハ
四
十
二
、
貞
海
ハ
三
十
、
貞
済
ハ
三
十
丘
、
貞
舜
ハ
（
柏
原
開
組
）
二
十
九
、
民
舜
内
二
十
九
、
日
佐
川
（
本

売
牛
寸
）
三
十
二
．
日
一
一

λ
妙
莞
ヰ
寸
〉
二
十
八

7
寧
源
ョ
リ
初
テ
倖
授
2

7
・
重
テ
日
住
1
四
十
三
ノ
年
俸
授
ト
仰
セ
也
一
五
云
。

更
に
眼
を
特
や
る
と
、
身
延
行
皐
朝
師
の
師
日
出
上
人
は
曾
て
は
仙
波
談
林
の
化
主
と
な
っ
た
人
で
あ
り
、
ま
た
朝
帥
自
ら
も
少
く
し
て

仙
波
に
負
笈
し
、
後
更
に
叡
山
に
登
ヲ
て
ム
口
密
を
研
鈴
せ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
か
の
仙
波
は
固
頓
日
加
算
海
以
後
関
東
天
台
の
中
心
で
あ
り

間
合
慧
心
の
本
山
で
あ
っ
た
。
そ
の
仙
波
に
師
の
日
出
上
人
は
化
主
と
し
て
骨
錫
し
‘
弟
子
の
朝
帥
も
後
年
曲
学
徒
と
し
て
m向
島
一
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
皐
風
に
影
響
の
・
あ
る
の
が
率
ろ
営
然
の
経
路
と
も
い
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う
。



且
つ
朝
師
の
弟
子
の
意
師
は
叡
山
に
於
け
る
朝
師
と
同
事
た
る
の
み
な
ら
や
‘
朝
帥
に
私
淑
し
て
師
事
す
る
に
至
る
ま
で
は
金
錆
寺
豪

海
門
流
の
築
源
の
門
に
在
っ
た
人
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
朝
師
門
下
の
日
倖
上
人
に
し
て
も
、
檀
那
流
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
二
帖
抄
見
聞

を
も
の
し
、
現
に
身
延
の
賀
誠
に
現
存
し
て
居
る
。
同
書
に
七
科
の
法
門
に
つ
い
て
、

一
切
ノ
法
門
ノ
母
也
。
此
七

7
揺
嵐
－
－
非
凡
法
門
A

不
レ
可
レ
有
也
。
円
上
巻
十
七
丁
）

と
記
さ
れ
て
居
る
。
営
時
の
天
台
一
家
に
於
て
は
、
入
室
の
弟
子
に
封
し
て
先
づ
法
華
経
を
授
け
、
弐
に
三
大
部
を
皐
ば
し
め
、
然
る
後

と
の
七
科
の
法
門
を
血
脈
と
し
て
授
け
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
即
ち
七
科
の
法
門
は
天
台
の
三
大
部
に
代
る
べ
き
時
代
化
し
た
敬
感
体
系

と
し
て
金
科
玉
僚
の
重
き
を
な
し
．
口
訣
相
侍
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
身
延
の
意
師
が
曾
て
泰
書
と
揺
し
、
未
だ
天
台
の
島
一
借
で
あ
っ
た

頃
に
主
円
か
れ
た
コ
流
相
倖
法
門
私
見
聞
」
が
．
身
延
文
庫
に
現
存
す
る
が
、
そ
の
巻
頑
に
、

仰
－
一
云
、
入
室
ノ
弟
子
ト
者
初

3
弟
子
ノ
事
也
。
先
v
博
ニ
受
シ
法
華
経
↓
共
後
三
大
部
ヲ
島
ナ
ヒ
明
メ
テ
後
此
J

血
脈
ヲ
受
Z
也。

と
記
さ
れ
て
居
る
。
以
て
営
時
如
何
に
乙
の
書
が
泌
亘
せ
ら
れ
た
が
乞
怨
見
し
得
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
五
口
が
宗
の
事
匠
が
相
次
で
‘
或
は
柏
原
に
、
或
は
仙
波
に
、
或
は
金
銭
に
羽
田
錫
し
て
、
中
古
天
台
の
中
按
た
る
七
科
法
門
の
相

停
を
受
け
ら
れ
た
の
み
た
ら
や
、
と
れ
を
棺
讃
し
、
淘
僻
さ
れ
た
か
の
規
あ
る
は
、
ま
こ
と
に
意
外
で
は
あ
る
が
、
と
れ
を
五
口
が
宗
筆
上

に
中
古
天
台
・
故
壌
の
賢
人
せ
る
事
賓
と
思
ひ
合
せ
る
時
、
ほ
ど
そ
の
山
っ
て
来
る
経
路
に
つ
い
て
見
営
が
つ
い
た
や
う
に
も
思
は
れ
る
。

且
っ
そ
の
耐
停
相
承
の
形
態
を
生
中
る
に
至
っ
た
動
機
と
し
て
考
へ
得
る
と
と
は
、
聖
人
滅
後
、
聖
人
門
下
に
於
け
る
各
祇
分
張
時
代

に
於
て
、
互
に
そ
の
流
義
を
誇
耀
す
る
の
結
果
、
こ
れ
を
秘
し
て
他
門
に
一
不
さ
や
、
天
下
無
嬰
唱
授
一
人
の
大
法
門
と
し
て
秘
情
相
承
の

風
b
L
生
じ
た
も
の
で
、

一
一
躍
の
猫
善
的
態
度
を
中
古
天
台
の
そ
れ
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

中
古
天
台
一
流
の
翻
心
主
義
が
、
吾
が
日
蓮
門
下
に
・
浸
潤
し
た
営
時
の
と
と
、
龍
華
の
像
師
門
流
で
は
、
六
ケ
依
式
日
な
る
も
の
を
制

日
蓮
致
事
中
に
交
錯
せ
る
巾
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

/¥.. 



日
蓮
品
抗
感
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
ム
口
の
思
想
及
び
概
相

i¥. 

定
し
て
、

不
日
知
計
救
道
詮
道
之
義
↓
而
於
一
円
謂
詰
間
道
之
法
門
↓
之
官
争
h

－
者
不
レ
可
岩
崎
山
仙
砂
崩
寺
門
徒
↓
。

と
山
早
観
無
数
の
翻
心
主
義
を
戒
め
て
居
る
。
と
の
六
ケ
依
式
円
な
る
も
の
が
、
果
し
て
像
師
の
作
な
り
や
否
や
は
別
に
検
討
の
必
要
が
あ

る
と
し
て
も
、
と
れ
に
依
っ
て
龍
華
門
徒
が
、
救
観
相
資
の
立
場
を
守
っ
て
、
妥
り
に
観
道
に
走
る
の
危
険
を
戒
め
た
常
時
の
宗
歯
学
界
の

情
勢
を
看
取
し
得
る
と
同
時
に
、
門
流
割
擦
の
情
勢
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

三
、
御
遺
文
中
に
実
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
友
び
そ
の
様
相

聖
人
滅
後
に
登
展
し
た
宗
風
一
上
に
中
古
天
台
の
思
想
及
び
形
態
が
交
錯
し
て
居
る
と
と
は
、
前
項
ま
で
に
ほ
ど
明
か
に
し
得
た
と
思
ふ

が
‘
聖
人
み
づ
か
ら
の
御
撰
越
と
侍
へ
ら
る
L
諸
篇
の
中
に
も
、
同
じ
傾
向
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
慧
心
の
「
法
華
即
身
成
俳

要
記
」
を
改
訂
し
た
と
推
定
す
ぺ
き
十
如
是
抄
の
如
き
も
あ
れ
ば
、
そ
の
他
中
古
天
台
の
翻
案
改
訂
と
見
る
べ
き
諸
結
が
な
い
で
は
な
い

そ
れ
等
の
中
に
は
、
中
古
天
台
、
殊
に
慧
心
系
の
口
侍
形
式
bz
文
献
化
し
た
口
倖
抄
と
か
口
訣
形
態
の
も
の
が
あ
る
。

ま
た
そ
れ
等
の
法
義
内
察
と
し
て
は
、
法
身
瀬
木
の
重
に
立
つ
自
然
本
莞
の
無
作
三
身
説
、
心
性
の
八
葉
蓮
華
説
、
五
大
融
通
思
想
、

四
重
興
鹿
の
敬
判
、
本
有
常
住
の
思
想
、
本
語
未
分
思
想
等
．
凡
そ
中
古
天
台
特
色
の
法
門
を
採
り
入
れ
て
．
五
口
宗
の
救
墜
と
殆
P
」
識
別

に
苦
し
ま
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
聖
人
滅
後
に
於
て
成
立
し
殻
M
ほ
し
た
宗
壌
に
於
て
と
れ
あ
る
は
、
ほ
ど
前
越
の
如
き
歴
史
的
理
・
闘
に
起

因
し
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
聖
人
み
づ
か
ら
の
御
撰
越
と
鵡
す
る
諸
捕
に
こ
れ
あ
る
は
ま
こ
と
に
不
審
に
堪
え
ざ
る
所
で
あ
る
。

而
し
て
と
の
点
に
つ
い
て
宗
内
的
に
撃
者
の
検
討
が
行
は
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
古
今
自
他
宗
の
曲
学
者
を
し
て
、
拍
車
人
殺
事
の
真
髄
を
把

握
す
る
に
苦
ま
し
む
る
の
み
な
ら
や
、
か
の
舜
統
院
長
起
を
し
て
、
中
古
天
台
の
代
表
的
著
作
と
も
い
ふ
ぺ
き
修
蹄
寺
決
を
「
恐
ら
く
は



日
蓮
末
弟
の
謀
作
な
る
べ
し
」
と
放
言
せ
し
め
、

ま
た
近
世
三
井
の
敬
光
や
前
田
慧
雲
師
等
を
し
て
、

聖
人
の
教
謬
は
修
蹄
寺
決
よ
り
脆

化
せ
る
も
の
友
り
と
断
ぜ
し
む
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
且
つ
島
地
師
の
如
き
は
聖
人
の
敬
義
は
本
質
無
作
の
立
場
で
あ
る
に
拘
ら
や
、

そ
の
行
門
に
於
て
は
、
有
作
の
唱
題
修
行
を
唱
導
さ
れ
て
居
る
が
、

と
の
聞
の
聖
人
の
自
己
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
終
生
解
決
し
得

ざ
る
謎
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
古
今
自
他
宗
に
亘
っ
て
、
聖
人
敬
撃
の
特
色
を
把
握
し
認
識
す
る
に
苦
ま
し
め
た
第
一
の
原
悶
は
、

果
し
て
何
底
に
あ
る

か
。
と
の
点
を
究
明
し
検
討
す
る
の
は
、
吾
等
宗
皐
の
研
鎮
に
従
事
す
る
も
の
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な
る
一
課
題
で
あ
る
る
。

一
四
・
二
・
一
八

l
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日
蓮
致
事
中
に
交
錯
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

F、



日
蓮
数
且
宇
中
に
交
情
せ
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相

;¥. 

P唱

治、

断

!J 

－
、
本
稿
に
於
て
は
、
最
初
日
蓮
嬰
人
遺
文
金
集
中
に
散
見
す
る
中
古
天
台
の
思
想
及
び
様
相
に
つ
い
て
検
討
す
る
意
闘
で
る
っ
た
が
、
起
稿
泣

後
、
身
埠
速
に
不
幸
相
つ
い
で
績
闘
し
、
銭
め
に
幾
た
び
か
構
想
飢
れ
、
執
筆
を
鹿
ナ
る
の
止
む
な
き
に
立
ち
至
っ
た
。

そ
の
う
ち
編
斡
の
期
限
に
後
れ
、
編
者
よ

P
督
促
矢
の
如
〈
、
辛
う
じ
て
序
設
と
も
い
ふ
べ
き
研
究
の
一
部
を
脱
稿
し
た
が
、
所
期
の
本
題

に
入
習
得
ざ
習
し
の
み
な
ら
ず
、
考
謹
も
足
ら
ず
、
論
述
も
雑
駁
と
な
ワ
た
と
と
は
ま
こ
と
に
遺
憾
で
あ
る
。
依
て
止
む
な
〈
標
題
を
改
め

て
責
め
を
塞
い
だ
次
第
で
あ
る
。

－
、
昨
年
夏
、
大
崎
皐
報
誌
上
に
褒
表
し
た
捌
稿
「
慧
檀
爾
流
と
日
蓮
事
人
の
殺
患
」
中
の
一
節
に
閲
し
て
、
山
川
知
同
腹
氏
か
ら
本
誌
上
に
於
て

反
針
意
見
の
溌
表
が
あ
っ
た
。
営
時
山
川
氏
か
ら
私
信
を
以
て
、
準
界
の
銭
め
是
非
藤
酬
せ
よ
と
の
怨
掻
も
る

p
、
自
分
と
し
て
も
責
任
上

そ
の
必
要
は
感
じ
た
が
、
私
の
研
究
に
封
ず
る
部
分
的
な
反
封
意
見
の
溌
表
明
U

も
る

p
、
論
争
形
式
に
依
る
膝
酬
は
欲
し
な
い
か
ら
、
適
常

の
時
機
に
於
て
遁
営
形
式
を
以
て
私
見
を
溌
表
す
る
旨
を
答
へ
て
置
い
た
。

他
面
日
本
天
台
の
研
究
に
従
事
す
る
林
宣
正
君
が
、
と
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
溌
表
し
た
い
と
の
と
止
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
は
私
も

同
意
し
て
置
い
た
。
恐
ら
〈
本
誌
上
る
た

P
で
公
表
す
る
臨
時
定
で
あ
っ
た
ら
う
が
、
去
る
九
月
俄
か
に
鹿
召
し
て
、
世
間
ヶ
谷
野
鞍
嚢
砲
除

に
入
管
し
、
次
で
第
ご
陸
軍
病
院
に
入
院
し
て
今
日
に
及
ん
で
居
る
の
で
、
迭
に
そ
の
意
を
果
し
符
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

方
は
本
誌
に
関
係
の
あ
っ
た
と
と
で
も
あ
る
か
ら
、
品
開
白
を
借
P
て
一
言
お
断

p
し
て
置
き
た
い
。


